
 

  

 

第第１１８８２２３３回回  例例  会会（（令令和和８８年年３３月月１１３３日日））    
本本日日ののププロロググララムム  会長エレクト・ラーニングセミナー報告 吉岡 孝恭君 

                 

前例会の記録  （第１８２２回 令和８年３月６日）  

・会員数    ３８名  

・出席者    ３２名    ・出席率  ８６・４９％（出席免除者出席１名）  

・欠席者     ５名   椋梨孝章・谷口有紀子・江原和之・中濱康幸・森田美千代の諸君  

・出席免除者   ２名 奥野千秋・大嶋元義君  

・２月２０日メーキャップ後の出席率   ８８・８９％→９１・８９％に補正  

 2 月 25 日玉島 RC へ惠谷龍二君   2 月 1 日剣道大会へ新井善久君  

・ゲスト   な し       ・ビジター  な し  

・会長報告  本日は、国際ロータリー創立１２１年と１１日に当たり、笠岡東ロータリークラブは   

創立３９年と８２日に当たります。  

 ３月になりました。今日、WBC 日本の第１戦が始まりますが、前回の興奮が思い起こされます。  

自分の体感的には昨年ぐらいに思いますが、３年たったのですね、本当に一年があっという間にすぎ  

ます。  

３月１日、IM 記念親睦ゴルフ大会が瀬戸内海ゴルフ倶楽部において開催され９名の方がご参加されま

した。  

３月４日、４０周年記念事業の１つである悲眼院へ１０万円程度の寄付をする件は、先方の希望である

洗濯機 2 台を贈呈して参りました。  

・幹事報告  ロータリーの友事務所より、次年度の雑誌委員長への「友」誌送付についてお知らせを  

いただいております。  

財団室 NEWS３月号をメールにていただいております。  

笠岡 RC より、IM 駐車場 位置図をいただいております。当クラブの方はグランドホテルの駐車場へ  

お願いしますとの事です。  

笠岡信用組合より、原田周二氏退任と長森真一氏ご就任のご挨拶状をいただいております。  

片山虎之助氏の市民葬へのご出席に対するお礼状をいただいております。  

笠岡国際交流協会より、会報誌「えくすちぇんじ」をいただいております。  

・委員会報告 なし    

・配 布     週報      ・食 事    焼き魚定食  

◎スマイル  

池田 孝君  ３年前のスーツがはまらず困っています。 

吉岡孝恭君  悲眼院へ４０周年記念事業の一つ洗濯機を贈呈させていただきました。 

赤瀬 健・福嶋啓祐君  池田さん、新井さんの卓話楽しみです。 

池田周二君  本日会員増強の中間報告をします。ご協力をよろしくお願いします。早退します。 

新井善久君  本日は久しぶりの卓話です。よろしくお願いします。 

工藤一郎君  先日悲眼院さんに希望された品を贈呈させていただきました。ご参加お疲れ様でした。

惠谷龍二・山本大介君  早退させていただきます。 

 
 

中濱康幸君  欠席させていただきます。 

   スマイル４８，０００円 

●プログラム 会員増強委員長卓話 池田周二君 ／ 会員一口卓話 

会員増強委員長卓話 池田周二君   

- 現在の会員数は 37 名。想定外の退会により予算が極めて厳しい状況。   

- 会員数目標は 40 名台への回復。   

- 達成時期の目安：今年度中、遅くとも年明け早々まで。   

- 方針：全員の協力により、数名の新規入会者獲得を最優先で進める。   

採用の流れと候補者   

- 入会候補者リスト（8 月夜間例会配布）   

- 推薦者名の記載を進め、情報の整備を行う。   

- 勧誘の重点を「◎」候補に設定し、訪問・フォローを最優先で継続。   

- 候補者別の状況更新   

- メンバーの紹介・同行を活用して誘致を進める。    

- 例会への招待を候補者案内の基本動線として活用。    

-入会案内資料（入会費・会費・活動概要）を整備し候補者訪問時に持参。 

会員一口卓話 新井義久 君  

会社概要  三宝（有）   

- 事業内容: 一般・産業廃棄物、建設関連、金属スクラップ  

- 鉄鋼業界における「洗練されたリサイクル」の実現   

- 電炉向けスクラップ前処理の高度化による安全性・品質・脱炭素の同時達成   

 産業の状況と脱炭素政策   

- 鉄鋼業の CO2 排出と責任   

- 産業別では鉄鋼業が約 40%の CO2 排出を占め、削減ポテンシャルと責任が大きい   

- カーボンニュートラルに向け官民で施策が進展し、産業構造の転換期にある    

- スクラップの CO2 査定（評価指標）が整備されていない点が業界課題     

- 電動化により CO2 排出の大幅削減が見込まれる     

- 自社開発の対策技術   

- 水分・油分を除去し、再付着しにくい状態を作る装置を開発   

- 長期保存が可能なコンディションを実現   

- 現行機の処理能力は 1 日 4〜5 トンが上限   

- 大型化は乾燥しにくく油分付着制御が難化し、効率低下   

- 現行サイズが性能と操作性の観点で最適   

- スクラップ品質の平準化により電炉操業の安定化を目指す                      

次週以降のプログラム＆行事予定                                 

３／１５（日） 第 6 グループ IM １３：３０～１８：５０ 笠岡グランドホテル１F 

３／２０（金） 第 3 例会休会 

３／２２（日） ゆっくり走ろう会 さぬき広島小旅行 ４：３０～夕刻 小雨決行 

３／２７（金） 第 4 例会 奥野千秋会員卓話 


